


保健環境研究所における取り組み 

① 感染症発生動向調査事業 
感染症発生動向調査事業の 1つとして、臨
床検体(血液、皮膚等)から日本紅斑熱リケッ
チアの検出、抗体価の測定を実施していま

す。 
血液、皮膚については PCR 法による遺伝
子検査を実施し、日本紅斑熱リケッチア遺伝

子の検出を試みています。血液中にリケッチ

アが検出される時期は短いため、皮膚の方が

検出感度は高い傾向にあります。抗体検査に

ついては蛍光抗体法により血清中の日本紅

斑熱リケッチア抗体を測定しています。感染

初期には抗体価はあまり上がっておらず、感

染してしばらく経ってから抗体価の上昇が

認められるケースが多くあります。 
 

 
         図 2 PCR 法による検査 

 

 
      図 3 蛍光抗体法による検査 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

② 日本紅斑熱診断に関する研究 

日本紅斑熱は 1984年に初めて報告された疾
病であり、まだ新しい病気です。そのため、

迅速で確実な検出方法は現在のところありま

せん。このため、保健環境研究所では、より

迅速で確実な検出方法の研究開発を行ってい

ます。 
また、近年遺伝子学的診断法として多く用

いられるようになってきた RealTimePCR法や
LAMP法についても、日本紅斑熱リケッチア
に対し応用可能かどうか検討中です。 

最後に 

日本紅斑熱は近年広がりを見せている新し

い疾病の１つです。マダニ類の刺咬によって

感染し、頭痛・発熱・倦怠感・紅斑（発疹）

が生じますが、適切な治療により回復します

ので、刺されたり、刺し口などを見つけたら

早期に医療機関を受診して下さい。 
保健環境研究所は、今後もより迅速で確実

な診断方法の研究と、疑い例検体の検査に対

応し、県民の安全な生活の確保に努めていき

ます。 
 

日本紅斑熱に関する情報 

●国立感染症研究所（感染症の話） 
http://idsc.nih.go.jp/idwr/kansen/k02_g1/k02_25/k0
2_25.html 
●三重県感染症情報センター 
 みえの感染症ガイドブック：日本紅斑熱 

http://www.kenkou.pref.mie.jp/kansen_guidebook_
hp/7kansensyou/4-23nihonkouhannetu.htm 

 
 
 
 
 
 

－編集委員会から－ 

みえ保環研ニュースについて、ご意見・ご質問等がございましたら下記までお寄せください。 
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